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景
観
を
保
全
し
て
い
く
た
め

に
指
定
す
る
も
の
で
す
。

●
視
点
場

　
あ
る
景
観
を
眺
め
る
立
ち

位
置
の
こ
と
で
す
。
今
回
の

景
観
計
画
で
は
、
①
大
島
御

嶽
山
展
望
台
、
②
沖
津
宮
遙

拝
所
、
③
辺
津
宮
高
宮
祭

場
、
④
県
道
69
号
な
ど
（
亀

石
橋
～
神
湊
渡
船
タ
ー
ミ
ナ

ル
間
）、
⑤
渡
船
航
路
（
神

湊
～
大
島
間
）
の
５
カ
所
で

す
。

　
景
観
形
成
の
ル
ー
ル
の

　
適
用
を
受
け
る

　
　
　
　
行
為
と
規
模

　
10
月
1
日
（
水
）
以
降
に
、

建
築
物
の
建
築
や
工
作
物
の

建
設
、
開
発
行
為
な
ど
の
行

為
を
す
る
場
合
、
そ
の
場
所

や
種
類
、
規
模
に
応
じ
て

ル
ー
ル
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
景
観
形
成
の
ル
ー
ル

●
景
観
重
点
区
域

Ⅰ
・
Ⅱ
の
場
合

（
例
）
屋
根
は
切
り
妻
、
入

母
屋
、
寄
棟
な
ど
の
勾
配
屋

根
と
す
る
。

　
外
壁
は
板
張
、し
っ
く
い
、

土
壁
な
ど
の
自
然
素
材
や
伝

統
素
材
を
推
奨
。

　
建
物
の
高
さ
は
、
景
観
重

点
区
域
Ⅰ
は
10
㍍
以
下
、
景

観
重
点
区
域
Ⅱ
は
13
㍍
以
下

と
す
る
。

●
景
観
形
成

　
一
般
区
域
の
場
合

（
例
）

▽
建
築
物
は
、
歴
史
的
風
土

　
景
観
計
画
の
対
象
区
域

　
景
観
計
画
の
対
象
は
市
全

域
で
す
。
た
だ
し
、
大
き
く

２
つ
の
区
域
（
景
観
重
点
区

域
、
景
観
形
成
一
般
区
域
）

に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
で

ル
ー
ル
の
内
容
が
異
な
り
ま

す
。

（
玄
海
と
池
野
地
区
の
一
部

を
除
く
）
で
す
。
こ
れ
ら
の

地
域
は
、
国
指
定
史
跡
で
あ

る
宗
像
大
社
境
内
を
は
じ

め
、
市
指
定
有
形
文
化
財
の

鎮
国
寺
本
堂
や
県
指
定
天
然

記
念
物
の
イ
ヌ
マ
キ
原
生
林

を
社
叢
林
と
し
た
織
幡
神
社

な
ど
の
歴
史
・
文
化
資
源
に

恵
ま
れ
た
場
所
で
す
。ま
た
、

さ
つ
き
松
原
を
は
じ
め
と
す

る
国
定
公
園
や
漁
村
集
落
、

農
村
集
落
な
ど
、
本
市
の
中

で
も
特
徴
的
な
景
観
が
一
体

的
に
広
が
っ
て
い
る
区
域
で

す
。

●
景
観
形
成
一
般
区
域

　
景
観
重
点
区
域
を
除
く
区

域
で
す
。

●
準
景
観
地
区

　
大
島
地
域
で
す
。
大
島
は

沖
ノ
島
と
本
土
を
結
ぶ
軸
線

上
に
あ
り
、
景
観
重
点
区
域

の
中
で
も
特
に
重
要
な
位
置

に
存
在
し
、
都
市
計
画
区
域

外
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
か

ら
、
よ
り
積
極
的
に
良
好
な

景
観
重
点
区
域
Ⅰ
内
の
建
築
物
の
イ
メ
ー
ジ

お知らせ

　
こ
れ
は
、
平
成
24
年
２
月
に
開
催
し
た
、
む
な
か
た
景

観
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
写
真
展
の
来
場
者
の
感
想
の
一
部
で

す
。
同
コ
ン
テ
ス
ト
を
通
じ
て
、
本
市
の
景
観
が
人
々
に

も
た
ら
す
力
の
大
き
さ
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
い
つ
の
時
代
に
も
、
こ
の
よ
う
な
力
を
感
じ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
ま
ち
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。市
で
は
、

こ
れ
ま
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
本
市
の
景
観
を
、
宝
と
し

て
、
誇
り
と
し
て
、
い
つ
ま
で
も
大
切
に
残
し
て
い
く
た

め
に
、景
観
計
画
と
景
観
条
例
を
策
定
・
制
定
し
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

都
市
計
画
課　

☎
（
36
）
１
４
８
４

「
宗
像
に
生
ま
れ
育
っ
て
、
誇
り
に
思
え
ま
し
た
」

「
宗
像
の
宝
を
発
見
し
た
よ
う
な
思
い
で
観
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
」

　
景
観
計
画
は
平
成
16
年
に

で
き
た
景
観
法
に
基
づ
く
計

画
で
、
既
に
全
国
で
約
４
０

０
の
自
治
体
で
策
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
県
内
も
福
津
市
を

含
め
て
12
の
自
治
体
で
策
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
景
観
計
画
で
は
、
各
自
治

体
に
と
っ
て
の
良
好
な
景
観

の
形
成
の
た
め
に
必
要
な
、

建
築
物
や
工
作
物
な
ど
の
外

観
に
関
し
て
の
ル
ー
ル
を
つ

く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
例

え
ば
、
景
観
計
画
が
施
行
さ

れ
た
後
、
一
定
規
模
以
上
の

建
築
物
を
新
築
し
た
り
、
外

壁
の
色
を
塗
り
替
え
た
り
す

る
と
き
に
、
周
囲
の
景
観
に

配
慮
し
た
形
状
や
色
彩
、
高

さ
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か

を
、市
が
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
ル
ー
ル
を
設

け
る
こ
と
で
、
本
市
の
宝
で

あ
る
歴
史
的
景
観
や
自
然
景

観
が
生
か
さ
れ
、
私
た
ち
の

みんなで守り育てる！
海・山・川と歴史がつながる「むなかたの景観」

景観計画・景観条例がスタートします

むなかた景観写真コンテスト写真展での展示パネル

景
観
計
画
と
は

日
常
生
活
や
経
済
活
動
に
癒

や
し
や
潤
い
、
活
力
が
も
た

ら
さ
れ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
わ
が

ま
ち
に
対
す
る
愛
着
や
誇
り

と
な
っ
て
将
来
へ
と
引
き
継

が
れ
て
い
き
ま
す
。

　
市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
景

観
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん

の
理
解
と
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

景
観
計
画
の
概
要

●
景
観
重
点
区
域

　
島
部
全
て
と
玄
海
地
域

10
3 ～ 6

（高さ）
10m以下

（比率）

「
素
晴
ら
し
い
『
ふ
る
さ
と
』

に
感
謝
。
大
切
に
残
し
た
い
」

●切り妻、入母屋、寄棟などの勾配屋根
●瓦ぶきなどの伝統素材を推奨

●板張、しっ
くい、土壁な
どの自然素材
や伝統素材を
推奨

　
届
出
（
申
請
）
の
流
れ

　　
10
月
１
日
以
降
に
実
施
す

る
建
築
物
の
建
築
や
工
作
物

の
建
設
・
開
発
行
為
な
ど
で

＊
詳
細
は
市
ＨＰhttp://w

w
w
.city.m

unakata.lg.jp

「
市
内
に
お
住
ま
い
の
方
」
→
「
く
ら
し
と
生
活
環
境
」

→
「
都
市
づ
く
り
」
→
「
お
知
ら
せ
」
で
確
認
か
、
都
市

計
画
課
に
問
い
合
わ
せ
を

景
観
計
画
（
景
観
条
例
）
に

定
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

届
出
（
申
請
）
の
対
象
と
な

り
ま
す
の
で
、
早
め
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

や
周
辺
の
景
観
と
調
和
し

た
色
彩
、
全
体
的
に
ま
と

ま
り
の
あ
る
外
観
と
し
、

連
続
性
の
あ
る
景
観
の
創

出
に
配
慮
す
る

▽
工
作
物
は
、
落
ち
着
い
た

色
彩
を
基
調
と
し
、
高
明

度
、
高
彩
度
の
色
彩
は
避

け
る

工事着手

市へ届出か申請

相談受付
問い合わせを

建設物の設計・計画

工事着手の
30日前までに

事前協議（必須）


